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１．目的

　昨年度までの研究で，性別や年代等によって体格

や体形が変わることから家具にも衣服や靴と同様の

サイズ調整が必要なことがわかった．そこで椅子や

机に調整機能を加えた家具や調整パーツを試作し，

実際の現場で試用しながら改良を加えた．

２．方法

　前年度と同様に(社)人間生活工学研究センターの

人体データ（30代・50代・70代の男女各100人分）

をベースに30代平均男性をＬサイズ，30代平均女性

と70代平均男性をＭサイズ，70代平均女性をＳサイ 図１　椅子（左からＳ･Ｍ･Ｌ）

ズに設定し，それぞれの体格に合わせた椅子と机の

サイズを設定した．ただ，かなり微調整できる衣服

や靴に比べて椅子や机は調整が難しいため，座面か

ら上の基本形は同じもので，足の長さ（座面の高さ）

を調節できるようにした(図１)，さらに座面角度や

座面厚を調整することでその間の微調整もできる様

にした．また，椅子同士をフレーム１本分づつ前に

ずらしてスタッキングできる様にした(図２)．

　一方，座具は３脚ともフレームの大きさは同じで

畳擦りの厚みを15mmピッチで調整することで座面の

高さを変えることができるようにした(図３)．さら 図２　椅子スタッキング

に座面の角度や座面厚を調整することでその間の微

調整も可能にし，椅子と同じようにスタッキングも

できる様にした(図４)．

　今回試作に協力してもらったのはスチール家具の

メーカーである．スチール製椅子は重量がかさみ，

あまり一般家庭向きではないが，細身でかなり強度

があり，スタッキングも可能なため，性能はかなり

良いものに仕上げることができた．

　机と座卓は以前試作した部材組立式と高さ調節式

を使用し，椅子や差具と合わせて試用できるように

仕上げた． 図３　座具（左からＳ･Ｍ･Ｌ）

３．結果と考察

　今回はまだ研究期間の半ばであり，これから試用

と試作改良を積み重ねる予定であるが，従来の家具

にはあまり見られなかったサイズ対応がどの程度の

効果があるかを確認しながら改良を進めてゆく予定

である．

図４　座具スタッキング
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